
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭＡＴＬＡＢ環境のＭＴＥＸを使う 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年１０月１７日 

    ２０１９年０６月２３日追加 

    ２０２１年０９月２７日追加 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

    odftex@ybb.ne.jp 

    

    ＭＴＥＸ導入をサポート致します。 

不明な点はご質問下さい 



概要 

 ＭＡＴＬＡＢの下で動作するＭＴＥＸを紹介します。 

   ＭＴＥＸ自身は無料のＯＤＦ解析ソフトウエアです。 

   ＭＡＴＬＡＢを購入し、牧野書店の「ＭＡＴＭＡＢプログラミング」を参考にしながら 

   ＭＡＴＬＡＢを若干操作した後、ＭＴＥＸをｄｏｗｎｌｏａｄし、ＯＤＦ解析を行っているが 

   ＭＴＥＸのみ使うのであれば、参考書は必要ありません。 

   以下に手順を説明します。 

   ＭＡＴＬＡＢはほとんどの大学、会社で導入されているので、ＭＴＥＸは無料で使用できます。 

  

ＭＡＴＬＡＢの購入 

 Ｙａｈｏｏで、”MATLAB”を検索で以下がＨｉｔします。 

  

  

 画面をスクロールし、 

  

 で購入する。 

  

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸのｄｏｗｎｌｏａｄ 

 

 

 

 

最新版をｄｏｗｎｌｏａｄし、インストルする。 

本資料は、５．１．１を使用しています。 

 

 

 

 

 

 



ＭＡＴＬＡＢにＭＴＥＸを組み込む 

 パスの設定 

 

 

 

作成したＭファイルのホルダを指定 

 ＩｎｖｅｒｓｅデータのＥｘｐｏｒｔのＭファイルを作成してあります。 

 

 

 

 

 



ＭＡＴＬＡＢの起動 

 

 

 

ＸＲＤデータの読み込み 

 作業ホルダを選択 

  

 各メーカの測定データをＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで各種処理した 

ＴＸＴ２データをＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアでＭＴＥＸ読み込みファイルを作成し 

読み込みます。 



 

 

 入力データは PFtoODF3ソフトウエアのMTEX(ASC)CCWデータを用いる 

   

 アルミニウムを選択 



 

 

 

  



  

 

 

 

 

 



ワークスペースに各種表示される。 

 

入力極点図を表示 

 

 

等角度表示は 

 plot(pf,'contour','projection','eangle') 

 

ＯＤＦ計算を行う。 

 

ワークスペースにｏｄｆが追加される。 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ図の表示 

 

 

 φ1の最後データ欠落している（360の場合：355まで、90の場合:85まで） 

再計算極点図の計算 

 

 

 

逆極点図の計算 

 

 

 



極点図、逆極点図は等面積表示ではなく、等角度表示されている 

再計算極点図の Export 

 

  

入力極点図と再計算極点図からＲｐ％の計算 

  

 

Ｒｐ%プロファイルが±１．５％以内で良好 



再計算極点図の描画（等面積表示） 

 

 

ND逆極点図の Export（MATLABで CTR¥MTEXをパス設定し GPInverseDisplayで等角度変換） 

>> exportIPDF(odf,zvector,'ND.TXT') 

等面積表示 

 方位  ND=zvector,TD=yvector,RD=xvector 

 

３６Ｂｏｘで方位密度表示（ステレオ三角形を等面積で３６分割（Vector法を参照）） 

  



ODF図の Export 

>> export(odf,'odf.txt') 

 

    φ２＝0->360度の非対称 ODF図が Exportされます。 

 １／４対称 ODF図を得るのは、１／４対称極点図から ODF計算を行い、ODF図 Exportから 

 Orthorhombic化すれば良い 

 或いは、非対称ＯＤＦをＥｘｐｏｒｔし、１／４対称平均化を行う。 

 理由 

  ODF解析を Orthorombicで計算を行うと、φ１＝９０度のデータが欠落しています。 

 

 

 



ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアによる１／４対称極点図の作成 

 

１／４対称極点図 

 

非対称極点図 

 

 

あるいはＰＦＲｏｔａｔｉｏｎによる１／４対称極点図の作成 

 toOrthorhombicを選択し、回転角度（０，０，０）を選択すれば得られます。 

 

 

 

 



１／４対称極点図から計算 

 

ODF図を Exportした ODF図から 1/4ODF図を描画 

 GPODFDisplayで  で読み込む 

 



ODF図から結晶方位密度計算 

 

 

結晶方位密度のグラフ化 

 

 



ＯＤＦ図の方位密度１．０以下を調べることで、含有する等方性方位（ｒａｎｄｏｍ）が得られます。 

  

 

   

  ＯＤＦデータ（１９ｘ１９ｘ１８）の中で、大部分の方位密度は１．０以下に存在する。 

  上記では１９ｘ１９ｘ１８＝６４９８の７３％（４７５３）が１．０以下です。 

  更に、方位分布の最大値（Ｍａｘ）がｒａｎｄｏｍを表しています。 

  結果としてＭａｘ＝０．０１（１％）がｒａｎｄｏｍですが、 

  この評価を行う場合、ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄの再評価（必要であれば修正）が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｈｅｘａｇｏｎａｌの解析（ＴｉTD-Split） 

 

 

 

 



ＴｉのＯＤＦ解析 

>> odf=calcODF(pf) 

>>  plot(odf,'sections',12) 

 

 

 

  

 

 

 



ＯＤＦ図から結晶方位分図表示 

  

  

  

 

 



逆極点図 

>>  plotIPDF(odf,zvector) 

 

逆極点図を Export表示 

  三角形の頂点方位が上下の関係になっている。 

  

Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ＜－＞Ｐｌａｎｅの関係 

   



同一データをＬａｂｏＴｅｘで解析した逆極点図 

 

 同一結果になります。 

 

逆極点図は、Ｘ軸の取り方とは無関係です。 

 

 


